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一
年
の
行
事
の
締
め
く
く
り
と
な
る
、
第
１３
回
「
骨
寺
村
荘
園
中
尊
寺

米
納
め
」
が
、
１２
月
１５
日
（
日
）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
も
、
米
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
を
は
じ
め
、
一
般
参
加
者
、
地
元
の
厳
美

中
学
校
、
岩
手
大
学
、
東
北
芸
工
大
学
、
佐
藤
副
市
長
を
は
じ
め
と
し
た

関
係
機
関
の
皆
さ
ん
、
地
元
住
民
を
合
わ
せ
、
総
勢
約
９
０
名
の
参
加
者

が
、
午
前
九
時
に
駒
形
根
神
社
を
出
発
し
、
う
っ
す
ら
と
雪
の
積
も
っ
た

荘
園
内
の
川
沿
い
を
行
進
し
、
一
路
中
尊
寺
を
目
指
し
ま
し
た
。 

 

慈
恵
大
師
拝
殿
で
、
光
中
住
職
に
よ
る
道
中
の
安
全
祈
願
の
御
祈
祷
を

行
い
、
バ
ス
移
動
の
後
、
平
泉
町
役
場
に
て
歓
迎
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
っ

て
頂
き
、
再
び
隊
列
を
組
ん
で
、
い
ざ
中
尊
寺
本
堂
へ
。 

 

大
長
寿
院
の
菅
原
光
中
ご
住
職
に
お
迎
え
い
た
だ
き
、
今
年
初
め
て
骨

寺
村
で
栽
培
し
収
穫
さ
れ
た
「
金
色
の
風
」
や
荘
園
米
の
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」、

南
部
一
郎
か
ぼ
ち
ゃ
、
薪
な
ど
の
供
物
を
無
事
貢
納
し
ま
し
た
。 

 

道
中
の
約
８
キ
ロ
を
歩
き
と
お
し
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
心
地
良
い 

疲
労
感
に
も
勝
る
満
足
感
と
達
成
感
で
、

清
々
し
い
笑
顔
で
の
記
念
写
真
の
撮
影
と
な 

り
ま
し
た
。 

 

今
回
納
め
た
お
米
は
、
中
尊
寺
の
お
正
月

行
事
や
平
泉
・
厳
美
の
各
中
学
校
で
利
用
し

て
頂
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
回
の
模
様
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
お

ば
ん
で
す
岩
手
」
の
中
で
も
映
像
と
と
も
に

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

隊
列
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
を
は
じ
め
、
町

役
場
及
び
沿
道
か
ら
熱
列
な
歓
迎
と
ご
声
援

を
い
た
だ
い
た
平
泉
町
の
皆
様
、
温
か
く
お

迎
え
い
た
だ
い
た
中
尊
寺
の
皆
様
、
さ
ら
に

は
ご
支
援
頂
い
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

 
 

本
年
も
、
本
寺
地
区
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
活
動
に
、
御
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
さ
ま
に
て
、
協
議
会
の
発
行
す
る

「
骨
寺
通
信
」
が
、
今
号
を
も
っ
て
区
切
り
の
第
１
０
０
号
と
な
り
ま

し
た
。 

 
平
成
１６
年
５
月
の
創
刊
号
の
最
初
の
記
事
は
、
本
寺
地
区
地
域
づ

く
り
推
進
協
議
会
設
立
で
あ
り
、
以
来
約
１５
年
に
わ
た
り
、
こ
の
本
寺

の
地
域
づ
く
り
の
歩
み
と
と
も
に
、
そ
の
様
々
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介

し
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
様
々
な
情
報
の
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
、
見
や

す
い
紙
面
作
り
、
ま
た
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
発
行
に
努
め
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

令
和
二
年
一
月 

本
寺
地
区
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会 

会
長 

佐
々
木 

勝
志 

地 域 の 伝 統 的

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
骨
寺
通
信 

第 100 号 

発
行
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本
寺
地
区
地
域
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く
り
推
進
協
議
会 

岩
手
県
一
関
市
厳
美
町
字
若
神
子
２
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１-
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骨
寺
村
荘
園
交
流
館
内 

2020～令和 2 年～ 骨寺村荘園 
第 13回 

中尊寺米納め 
記念すべき第 1号 

 

平
成
１６
年
５
月
１９
日
発
行
。 

 

「
荘
園
遺
跡
と
共
存
す
る
活

力
あ
る
地
域
を
目
指
し
て
」 

 

本
寺
地
区
地
域
づ
く
り
推
進

協
議
会
の
設
立
。
会
長
に
１０
区

長
佐
藤
武
雄
さ
ん
を
選
出
。 

 

「
地
区
の
全
住
民
が
協
力
し

て
進
む
べ
き
。
本
寺
地
区
の
未

来
に
向
け
て
一
丸
と
な
っ
て
進

む
」
と
決
意
を
語
る
。 

 

岩手大学の 
広田純一教授 

三月いっぱいで 

退官 
本
寺
の
地
域
づ
く
り
の
立
ち
上

げ
時
よ
り
、
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご

指
導
を
頂
い
て
い
る
、
岩
手
大
学
農

学
部
教
授
の
広
田
純
一
先
生
が
、
こ

の
春
定
年
と
な
り
、
三
月
い
っ
ぱ
い

を
以
て
教
授
職
を
退
官
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。 

地
元
住
民
に
胸
襟
を
開
き
、
多
く

の
取
り
組
み
に
お
い
て
苦
楽
を
共

に
し
て
き
た
先
生
の
退
官
は
、
誠
に

寂
し
い
限
り
で
す
が
、
こ
の
先
も
大

学
に
は
在
籍
し
、
骨
寺
に
も
関
わ
っ

て
頂
け
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
指
導
ご
協
力
の
ほ
ど
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

第 25号 

第 50号 

第 75号 

・イコモス現地視察 

・ビオトープ 

フォーラムほか 

・新年のあいさつ 

・中尊寺米納め 

   ほか 

・稲刈り体験 

交流会 

・南部一郎かぼちゃ 

出荷開始 

ほか 

    

 

師
走
も
大
詰
め
の
１２
月
２８

日
（
土
）、
若
神
子
亭
で
は
、
ミ

ズ
キ
な
ら
し
と
鏡
餅
の
準
備

が
、
ま
た
、
改
善
セ
ン
タ
ー
で

は
、
老
人
ク
ラ
ブ
「
高
砂
会
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
恒
例
の
し

め
縄
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

し
め
縄
は
、
邪
気
を
払
う
結

界
を
意
味
し
、
ま
た
、
ミ
ズ
キ

の
枝
に
紅
白
の
餅
を
な
ら
せ

る
こ
と
で
、
来
る
年
の
五
穀
豊

穣
と
家
内
安
全
を
願
う
、
い
ず

れ
も
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
大
切
な
年
中
行
事
の
一
つ

で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
慣

習
と
そ
の
制
作
の
技
術
を
、
受

け
継
い
で
い
く
取
り
組
み
も

必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

～しめ縄＆ミズキならし～ 

年 末 行 事  
平成 19年 9月 15 日 
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発行 

調査報告会・講演会 
令和 2年 3月 8 日(日)13：30～16：00 

会 場：一関図書館 学習室 

内 容：①村落調査研究報告 ②発掘調査報告 

     ③講演会 ～講師～ 

       岩手大学農学部教授 広田純一氏 

※本寺から送迎バスが出ますのでご利用ください。 

沢山の皆様の参加をお待ちします。 

令和元年度 骨寺村荘園遺跡 

2020 ～第６回～ ３月８日(日) 

・マルシェ（古曲田家）10:00～15:00 

・ライブ （若神子亭）13:00～16:30 

http://honedera.jp/

